第２学年数学科　学習指導案

平成20年６月１１日（水）　第２校時

　　　場所：２年２組教室
教育実習生：　　　○ 
指導教官：　　　○
1、 単元名　「連立方程式」

2、 単元にあたって
（1） 生徒観

　　本校の数学科の授業は基礎クラスと普通クラスに分かれるが、大半の生徒が基礎クラスで授業を受ける。基礎クラスでは自ら積極的に発言や挙手をしたり意欲的に問題を解こうとする生徒がいる一方で、数学に対する苦手意識や与えられた問題の難易度が高すぎて投げ出してしまう生徒などもいる。従って、生徒の興味や関心を引き付ける題材を用意したり、与える問題の難易度を生徒の状況に応じて適切に調整することを目標として授業を行いたい。
（2） 単元観

　　連立方程式は、一年生で学んだ「一元一次方程式」と二年生の初めに学んだ「文字と式」の応用であり、さらに等式変形や代入といった数学的処理の発想が必要な単元ゆえに上記の二つの単元の理解が絶対条件となるので、この単元から分からなくなる生徒も少なくない。さらに、一つの方程式の中に二つの変数が存在する「二元一次方程式」は次の単元である「一次関数」へとつながる重要な部分である。そのため、式を操作して解いたり、形式的な計算の仕方だけを覚えさせることの内容にし、複雑な処理が必要な問題はなるべく避けるようにしたい。
　　連立方程式を解くということは二つの二元一次方程式の共通解を見つけることであり、二元一次方程式が一つのみだと解は無数に存在してしまう。共通解を求めるためには二つの二元一次方程式の一つの文字を消去し、もう一つの文字だけで表された一元一次方程式にする。すると、既学内容から共通解は二つとも求まる。
　　連立方程式の処理を習得したら、実際の生活でも見られるような具体的な問題解決場面を想定した文章問題を解く。これらのことを通して、形式的、実質的にこの単元の内容を深く理解させられると考えられる。
（3） 教材観

　　　授業前半は「値段の違う２種類のマンガをまとめ買いする」という状況を導入例として用いる。実際にまとめ買いを経験したことのある生徒もいると思うので、＜連立方程式の利用＞の導入で生徒は興味・関心・意欲をもって取り組むことが期待される。この問題から連立方程式の有用性や連立方程式の考え方を実際の生活に活用できることに気づかせたい。授業後半は教科書の問題で学習を進める。
　　　
3、 評価の規準
　（１）数量の関係を二つの文字で表そうとする。　　　　　　　
＜関心・意欲・態度＞
（２）加減法・代入法を理解し、問題によってどちらを使えばいいかが判断・選択できる。文章から連立方程式を導き、解くことができる。　　　　　
＜数学的な見方、考え方＞
　（３）加減法・代入法により連立方程式を解くことができる。　　　　
＜表現・処理＞
（４）二元一次方程式が二つ以上あるとき、連立方程式であることを理解する。

＜知識・理解＞
4、 単元の学習計画（計　９時間）

　（１）連立方程式とその解　　　１時間
　（２）連立方程式の解き方

①加減法　　　３時間
②代入法　　　１時間
（３）いろいろな連立方程式　　１時間
（４）連立方程式の利用　　　　３時間（本時１時間目）
５、教材
　　・自作プリント　　×　必要数

・２種類のマンガ　×　それぞれ１冊（表紙のカバーのみ）
６、本時の目標・授業展開

　（授業目標）２つの数量関係を文章から読み取り、それを的確に式で表し、問題が

解決できる。

　（授業展開）

	時間
	学習内容　　　　　　　　　　学習活動
	指導上の留意点

	展開
５分

５分

３分

２分

５分

７分

３分
７分

３分

５分

２分
	・生徒に問題文を読ませる。　　・問題文を目で追い、

内容を理解する。

ある日、ゆうじ君は本屋で４１０円のマンガと５５
０円のマンガをあわせて１２冊買ったところ、合計

で５６２０円でした。

　　その話を聞いたたけし君は、ゆうじ君がマンガを何

冊ずつ買ったのか求めるために次の式を作りました。


　　　　ｘ　＋　ｙ　＝　１２　　　　　　…（１）

４１０ｘ　＋　５５０ｙ　＝　５６２０　…（２）


・実際にどんなマンガを買った

のか、表紙を生徒に見せる。

・説明を加えながら式を板書し

　ていく。
・問題１を取り組ませる。

　問題１

　　ｘ、５５０ｙはそれぞれ何を表しているでしょうか？

　（生徒の反応：ｘについて）
　　・410円のマンガ。
・マンガの値段。

・410円のマンガの数。

　（生徒の反応：550ｙについて）

　　・550円のマンガ。
　　・550円のマンガの数。
　　・550円のマンガの合計金額。
・ｘ、550ｙがそれぞれ何を表　・文字や文字と数の積

しているのか解説する。　　　　が何を表しているの　　
　　　　　　　　　　　　　　　　か理解する。
・問題2を読み、生徒に取り組

ませる。


問題２

　　　上の（１）式、（２）式はどのようなことに注目
して作られているでしょうか？

　（発問）

　　・この式の特徴をプリントの余白に書いてみて。

（生徒の反応）
　　・単位をそろえてみた。
　　・係数をもとに考えた。
　　・数が小さいもの同士、数が大きいもの同士で式

が作られている。

・答えを確認する。　　　　　　・それぞれの式は数量

→（１）は冊数で作った式、　　（単位）がそろってい

　　（２）は代金で作った式。　　ることに気づく。

・問題３へ進み、連立方程式を　・連立方程式を計算す

解かせる。　　　　　　　　　　る。

　問題３

　　　上の方程式を実際に解いてみましょう。


ｘ　＋　ｙ　＝　１２　　　　　　…（１）

４１０ｘ　＋　５５０ｙ　＝　５６２０　…（２）


・答えを確認したあと、たしか

め１を取り組むよう指示する。



たしかめ１

　　　　1本200円のばらと1本150円のカーネーションを

合わせて８本買ったら代金の合計が1350円でした。
ばらとカーネーションをそれぞれ何本買いましたか？
（発問１）

・この問題文にはどんな単位が出てるかな？

（生徒の反応）

・本数。

・円、お金、代金。

（発問２）
・何を文字でおくのが良いかな？
（生徒の反応２）
・ばらとカーネーションのそれぞれの本数。
（発問３）
　　・本数についての式と、代金についての式を作って

みるとそれぞれどうなるだろう？
　（生徒の反応３）

　　・本数についての式：ｘ＋ｙ＝８

・代金についての式：200Ｘ＋150ｙ＝1350


・生徒に尋ねながら計算部分を　・問題文から正しい連

板書していく。　　　　　　　　立方程式が導ければ、
　　　　　　　　　　　　　　　　今までどおりに計算できることを学ぶ。

　例１

　　ある美術館に入るとき中学生3人と大人5人で2800

円、中学生2人と大人３人では1700円かかります。

　　　中学生一人、大人一人の入館料はそれぞれいくらでしょ

うか？

（発問１）

　　・この文章には単位はどんなのがある？
（生徒の反応１）
　　・人数。

　　・円、お金、代金。

（発問２）

　　・どんなものを文字でおくんだったっけ？

（生徒の反応２）

　　・分からないもの。

　　・求めたいもの。　　→中学生、大人の入館料。

（発問２）

　　・文章から2つの式を作ってみて。作れたら、2つ

の式はそれぞれ何についての式か考えてみて。
（生徒の反応２）
　　・中学生が3人、大人が5人の式と中学生が2人、
　　　大人が3人の式。

　　・2つとも入館料についての式。

　　・人数が違うときの式。


・連立方程式の文章問題では、　・同じ数量で2つの式

式を作るときに１つの数量に　　を作る問題もあるこ

ついて状況の違う2つの式　　　とを知る。

を作ることがあることを伝

える。

・求めた2つの式から答えを

導く。

・問２を取り組む。

・答えを確認する。
	・絶対に生徒には表紙を渡さない。

・できるだけたくさんの生徒に意見を聞くためにみんなで取り組む。
・解説後、同様にしてｙ、410ｘについても尋ねてみる。

・時間を取り、自分が気づいたことを必ず書くように指示する。

・机間指導をし、生徒の気付きを把握する。

・生徒に尋ねながら計算部分を板書し、答を書く。
・たしかめなので確認作業程度でそれほど多くの時間はかけないようにする。

　（状況により変化）
・求めたいものを文字でおくようにすることを促す。

・生徒の解き方を尊重するために加減法、代入法の両方の解き方を頭に入れておく。
・１つの数量で2つの式が作れるという場合もあることを強調する。

・時間がなければ宿題とする。

	まとめ
2分
	・本時学んだ内容（連立方程式の文章問題では単位・数量に注意することや加減法・代入法どちらを選んだ方が計算が簡単か判断することなど）を確認する。
	


７，評価
　・２つの数量関係を文章から読み取り、立式することができたか？
・連立方程式を利用して問題を解決することができたか。
・マンガをまとめ買いしちゃったとき。（連立方程式の利用）
　２年　　組　　番　氏名


　　　　　ある日、ゆうじ君は本屋で４１０円のマンガと５５０円のマンガを

あわせて１２冊買ったところ、合計で５６２０円でした。

　　　　　その話を聞いたたけし君は、ゆうじ君がマンガを何冊ずつ買ったの

か求めるために次の式を作りました。

ｘ　＋　ｙ　＝　１２　　　　　　…（１）

４１０ｘ　＋　５５０ｙ　＝　５６２０　…（２）

　問題１

　　　　ｘ、４１０ｘはそれぞれ何を表しているでしょうか？また、ｙ、５５０ｙは

何を表しているでしょう。
　　　　ｘ：　　　　　　　　　　　　　　　　４１０ｘ：

　　　　ｙ：　　　　　　　　　　　　　　　　５５０ｙ：


問題２

　　　　上の（１）式、（２）式の特徴をそれぞれ「気づき」に書いてみましょう。

（気づき）　　　　　　　　　　　　　　（１）式：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）式：


　問題３

　　　　上の連立方程式を実際に解いてみましょう。


　　　　　　　　　　　　答　４１０円のマンガ…　　　冊、５５０円のマンガ…　　冊
